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題字●蟻川浩雄　書（名誉町民、町立蟻川図書館名誉館長）

広報 町制施行６０周年

自然と湯ったり…やまのうち

■第５次町総合計画基本理念■

住む人、訪れる人に
温もりのある郷土

今月の記事
■ 広報やまのうち

■ 農業委員会だより

マイナンバー便り
平和首長会議総会開催
町制施行60周年記念事業
金婚式 ~連れ添って半世紀~
税についての作文
人事行政の運営状況
笑顔でわっはっは
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通知カードに記載された個人番号（以下マイナンバーという）が必要なのはどんな時？
～平成28年1月以降こんな場面で、あなたもマイナンバーを使います～

< 一例 >
＊就職時や退職時に会社へマイナンバーを提示し、給与所得・退職所得の源泉徴収票や給与支払報告書、雇用
保険の取得（喪失）届、健康保険・厚生年金の資格取得（喪失）届等で利用します。
＊お子さんが生まれて扶養に入る場合の健康保険扶養届・出産一時金申請、児童手当申請時も対象です。
＊高齢者・障害者などで介護サービスを利用する時、介護保険で福祉用具購入申請する時にもマイナンバーが
必要です。
上記のように乳幼児から高齢者まで平成 28 年 1 月以降マイナンバーが必要となりますので、
お手元に届いた「通知カード」は家族各自で預金通帳と同じように大切に保管してください。

●年金の資格取得や確認、給付　　　　　　　
　（平成 29 年 1 月から利用開始）　 　 　　　
●健康保険・雇用保険の手続き時　　　　　　 
●福祉・介護のサービス制度利用時　　
●児童手当の申請時

●税務署に提出する確定申告書、届出書、調書などに記載
●会社の年末調整・源泉徴収票作成時

＊転出入・転居などの住所変更手続きの際、「通知カード」・「個人番号カード」に新住所を記載するようにな
りますので、住所変更する方全員の通知カードをお持ちください。
＊紛失・著しく損傷した場合などの理由による通知カードの再発行には、手数料 500 円が必要です。なお、発
行には日数がかかります。
※有効期間内の住基カードをお持ちの方が個人番号カードを申請する場合は、住基カードは返納となります。

【お問い合わせ】
マイナンバーコールセンター　☎ 0120-95-0178 　平日 9:30 ～ 22:00 　土日祝 9:30 ～ 17:30　 
健康福祉課住民環境係　　　　☎ 33-3116　㈲ 2023　

 社会保障

 税

2平成27年11月

マイナンバー

広報

　宝くじを発売して集
まったお金は、動物園や
公園、児童館の建設をは
じめ、交通安全、防災や
医療施設の整備など、住
みよい街づくりのために
役立てられています。

一般財団法人
日本宝くじ協会

宝くじは、みんなの街づくりに役だっています。
広告

マイナンバーは

決められた手続きでしか

利用できません。

むやみに他人に

提供しないでね。

マイナンバーが記載された通知カードは
お手元に届いていますか？

マイナンバー便り No. 2
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●
解
放
講
座
を
開
催

　

山
ノ
内
町
部
落
解
放
推
進
委
員
会
・

人
権
政
策
確
立
要
求
山
ノ
内
町
実
行

委
員
会
・
山
ノ
内
町
企
業
人
権
・
同
和

教
育
推
進
協
議
会
で
は
、あ
ら
ゆ
る
差

別
の
解
消
に
向
け
1
年
を
通
じ
差
別

を
な
く
す
町
民
大
会
や
解
放
講
座
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
10
月
23
日
の
文
化
セ
ン

タ
ー
を
始
め
各
地
区
で
計
4
回
に
わ

た
っ
て
解
放
講
座
を
開
催
し
、
多
く

の
町
民
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
各
講
座
で
は
防
災
時
に
お
け

る
人
間
関
係
や
高
齢
者
の
人
権
な
ど

様
々
な
人
権
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
し
て　
　

　
　

　
　　

　

私
は
消
防
団
に
入
団
し
て
か
ら
８

年
目
に
な
り
ま
す
。
大
学
を
卒
業
し

て
山
ノ
内
町
に
戻
っ
て
来
て
す
ぐ
に

入
団
し
ま
し
た
。
入
団
し
た
き
っ
か

け
は
消
防
団
を
経
験
し
て
い
た
父
親

で
す
。
勧
誘
に
来
て
も
ら
っ
た
当
時

は
怪
我
で
入
院
を
し
て
い
た
の
で
、

私
は
勧
誘
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
す
ら
知
ら
な
い
う
ち
に
父
親
が
返

事
を
し
て
入
団
が
決
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
事
後
報
告
で
、
「
何
回
も
消
防

団
の
勧
誘
に
来
て
も
ら
っ
た
し
、
入

団
し
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
か
ら
返

事
を
し
て
お
い
た
ぞ
。
」
と
い
う
父

親
か
ら
の
メ
ー
ル
で
入
団
が
決
ま
っ

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

何
も
知
ら
ず
に
入
団
し
て
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
が
、
先
輩

た
ち
に
優
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
い

て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
の
活
動
は
、
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
時
間
を
割
か
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
面
倒
だ
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
す
ご
く
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。
一
番
は
色
ん
な
人
た
ち

と
の
繋
が
り
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

入
団
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
同
じ

部
の
人
た
ち
と
繋
が
り
、
地
域
の
方

と
の
繋
が
り
も
で
き
ま
し
た
。

私
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
ラ
ッ
パ

吹
奏
の
大
会
へ
の
出
場
を
経
験
し
ま

し
た
。
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
は
体
力

も
使
う
し
す
ご
く
大
変
で
す
が
、
大

変
な
こ
と
を
部
の
み
ん
な
で
協
力
し

て
乗
り
越
え
る
か
ら
こ
そ
部
内
の
結

束
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。
ラ
ッ
パ

吹
奏
に
出
場
し
た
時
は
、
町
大
会
で

は
東
部
分
団
で
の
合
同
チ
ー
ム
、
北

信
大
会
で
は
町
の
選
抜
チ
ー
ム
で
し

た
が
、
そ
こ
で
は
他
の
部
の
人
た
ち

と
の
繋
が
り
も
で
き
ま
し
た
。
ラ
ッ

パ
で
は
技
術
を
高
め
る
こ
と
も
大
事

で
す
が
、
部
内
を
越
え
て
色
ん
な
部

の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
が
で
き
る
こ

と
も
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

消
防
団
で
の
活
動
は
ま
だ
ま
だ
先

が
長
い
で
す
。
微
力
な
が
ら
少
し
で

も
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
色
ん
な
人
た
ち
と
の
繋
が
り
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
消

防
団
活
動
に
励
み
ま
す
。

●
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

　

軽
積
載
車
２
台
更
新

渋
部
、
星
川
部
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
軽
積
載
車
の
更
新
に
伴
い
、
竹

節
町
長
か
ら
畔
上
団
長
へ
配
置
書
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

更
新
さ
れ
た
車
両
は
、
デ
ッ
キ
バ
ン

タ
イ
プ
で
総
排
気
量
６
６
０
cc
、
4

輪
駆
動
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
、
定
員
4

名
、
消
防
ポ
ン
プ
は
国
家
検
定
Ｂ
─
３

級
、
1
分
間
の
放
水
能
力
１
０
０
０

ℓ
の
性
能
を
有
し
た
4
サ
イ
ク
ル
エ

ン
ジ
ン
搭
載
の
モ
デ
ル
で
環
境
、
低

騒
音
、
低
燃
費
に
優
れ
た
も
の
で
す
。

東部分団湯田中部

山
や ま も と

本　亮
りょうすけ

介

が
ん
ば
れ
！

山
ノ
内
町
消
防
団

　

被
爆
70
周
年
を
迎
え
、
10
月
９
・

10
日
広
島
市
で
加
盟
86
市
町
村
長
ら

が
参
加
し
、
被
爆
者
の
体
験
証
言
、

地
元
中
学
・
高
校
生
、
自
治
体
の
活

動
発
表
や
意
見
交
換
、
原
爆
慰
霊
碑

へ
の
参
拝
、
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
「
核
兵
器
は
非
人
道
兵
器

の
極
み
で
絶
対
悪
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
。
自
治
体
が
連
携
し
平
和
運
動

を
推
進
す
る
」
行
動
と
し
て
、

1
核
兵
器
禁
止
活
動
の
推
進

2
被
爆
二
世
苗
木
（
ア
オ
ギ
リ
、
ク

　

ス
ノ
キ
）の
植
樹
活
動
普
及
と
推
進

３
平
和
の
灯
（
原
爆
の
残
り
火
）
の

　

分
火
活
動
普
及
と
推
進

４
広
島
・
長
崎
で
の
現
地
学
習
支
援

５
全
市
区
町
村
の
92
％(

１
５
９
７
）自

　

治
体
の
加
盟
を
１
０
０
％
達
成

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
、
松
井
広
島
市
長
、

田
上
長
崎
市
長
に
山
ノ
内
町
制
60
周

年
記
念
植
樹
（
ア
オ
ギ
リ
、
ク
ス
ノ

キ
）
の
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

●
第
5
回
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会
開
催

▶
被
爆
体
験
者
の
講
演

▶
原
爆
ド
ー
ム

▲
田
上
長
崎
市
長
と
国
立
広
島
原
爆

死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
前
で



４平成27年11月 広報

▼
「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団 

in 

山
ノ
内
」　

10
月
24
日

志
賀
高
原
総
合
会
館
98
で
公
開
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鑑
定
士
は
中な

か
じ
ま
せ
い
の
す
け

島
誠
之
助
さ
ん
、

安や

す

こ

う

ち

ま

み

河
内
眞
美
さ
ん
、
渡わ

た
な
べ
し
ょ
う
い
ち
ろ
う

邊
章
一
郎
さ
ん
の
３
人
が
出
演
し
、
司
会
は
タ
レ
ン
ト
の
松ま

つ
お
ば
ん
な
い

尾
伴
内

さ
ん
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
永な

が
は
ま浜
い
り
あ
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
約
１
５
０
点
の
応
募
か
ら

選
ば
れ
た
掛
け
軸
や
焼
き
物
な
ど
「
お
宝
」
６
点
が
鑑
定
を
受
け
、
観
覧
に
集
ま
っ
た
約

７
０
０
人
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
番
組
は
12
月
20
日
㈰ 

午
前
11
時
55
分
～ 

テ
レ

ビ
信
州
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

▼
「
柳や

な
ぎ
さ
わ
き
ょ
う
こ

沢
京
子
き
り
え
で
描
く　

湯
め
ぐ
り
、
野
め
ぐ
り
、
猿
め
ぐ
り
」

10
月
24
日
～
１
月
24
日

志
賀
高
原
ロ
マ
ン
美
術
館
で
は
秋
季
特
別
企
画
展
が
始
ま
り
ま
し
た
。
作
者
の
柳
沢
さ
ん

は
「
山
ノ
内
町
は
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
集
約
す
る
こ
と
が
難
し
い
く
ら
い
、
四
季
を
通
じ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
が
優
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の
す
べ
て
を
き
り
え
で
表
現
し

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
旅
す
る
ラ
ジ
オ　

旅
ラ
ジ
！
」

公
開
生
放
送　

10
月
26
日

番
組
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
イ
ベ
ン
ト
カ
ー

「
９き

ゅ
う
ま
る０

ち
ゃ
ん
号
」
が
全
国
を
旅
し
、
地
域
の

魅
力
を
全
国
に
お
伝
え
す
る
も
の
で
、
町
の
紹

介
の
ほ
か
、
女
将
の
会
ゆ
の
か
会
長
山や

ま
も
と
ま
さ
こ

本
雅
子

さ
ん
、
り
ん
ご
農
家
小こ

ば

や

し

え

つ

こ

林
恵
津
子
さ
ん
、
山
ノ

内
コ
カ
リ
ナ
の
会
大お

お
く
ま
の
ぶ
ゆ
き

熊
信
幸
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

が
出
演
し
ま
し
た
。

▼
第
46
回
町
総
合
文
化
祭　

10
月
31
日
・
11

月
１
日

書
道
、
陶
芸
、
写
真
、
手
芸
、
木
工
芸
、
生
け

花
な
ど
、
様
々
な
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、

古
本
市
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
体
験
、
あ
お
ぞ
ら
広

場
で
の
出
店
な
ど
多
彩
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

芸
能
祭
で
は
子
ど
も
た
ち
が
コ
カ
リ
ナ
や
ダ

ン
ス
、
英
語
劇
な
ど
で
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

山
ノ
内
町
制
施
行

60
周
年
記
念
事
業
続
々
開
催
！
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式
典
で
は
、
60
周
年
特
別
功
労
及
び
平
成
27
年

度
行
政
功
労
・
町
民
栄
誉
章
の
表
彰
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
竹
節
町
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
蟻あ

り
か
わ
ひ
ろ
お

川
浩
雄
さ
ん
、

猪い

が

や

ち

は

る

谷
千
春
さ
ん
が
御
礼
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、、
小お

ざ

わ

せ

い

じ

澤
征
爾
さ
ん
の
代
理
と
し
て

杉す
ぎ
や
ま
す
す
む

山
進
さ
ん
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
、
小
澤
さ
ん

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

60
周
年
特
別
功
労
表
彰
が
６
名
、
行
政
功
労
表

彰
が
２
名
、
感
謝
状
表
彰
が
１
名
、
町
民
栄
誉
章

表
彰
が
３
名
で
す
。（
受
賞
者
は
６
ペ
ー
ジ
）

お
名
前
は
順
不
同
で
、
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平
成
27
年
度

功
労
者
表
彰
を
実
施

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

～
自
信
と
誇
り
の
持
て
る
我
が
郷
土
～

　

11
月
３
日
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
国
会
議
員
や
県
会
議
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
近

隣
市
町
村
及
び
姉
妹
都
市
の
首
長
な
ど
約
１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
西
小
学
校
・
北
小
学
校
児
童
が
コ
カ
リ
ナ
演
奏
を
披
露
し
、
第
１
部
で
は
、
竹

節
町
長
式
辞
、
小お

ぶ
ち
し
げ
あ
き

渕
茂
昭
町
議
会
議
長
挨
拶
の
後
、
60
周
年
特
別
功
労
表
彰
な
ど
の
表
彰
を
行
い
、
記
念

映
像
の
上
映
、
小こ

ば
や
し
と
う
い
ち
ろ
う

林
東
一
郎
県
議
会
議
員
に
よ
る
万
歳
三
唱
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
辞
で
町
長
は
「
「
不
易
流
行
」
歴
史
や
伝
統
を
大
切
に
、
常
に
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
改
革
を
行
う
と

と
も
に
、
「
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
は
将
来
に
責
任
を
負
う
」
こ
と
と
し
て
次
な
る
70
年
・
80
年
へ
の

〝

活
力
あ
る
町
づ
く
り
〟
に
町
民
一
丸
と
な
っ
て
努
め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
有
限
会
社
つ
れ
づ
れ
遊
学
舎　

主
宰
武た

け
だ
と
お
る

田
徹
氏
が
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
～
町

の
宝
を
ど
う
活
か
す
～
」
と
題
し
、
記
念
講
演
を
し
ま
し
た
。

▲60周年記念映像の上映 ▲武田徹さんのハーモニカ演奏を交えての講演

▲山ノ内中学校生徒代表　山
やまぎししゅんすけ

岸俊介さん、宮
み や い り り お

入梨緒さんによる町民憲章朗読
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上
げ
る
た
め
、
「
長
野
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
音
頭
」
を

発
表
し
、
翌
年
か
ら
は
志
賀
高
原
少
年
ス
キ
ー
大

会
に
「
清
水
ア
キ
ラ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と
銘
打
ち
協

賛
い
た
だ
く
な
ど
、
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
に
も
活
動
さ

れ
て
い
る
。

　

平
成
24
年
山
ノ
内
町
観
光
大
使
に
委
嘱
し
、
全

国
放
送
の
テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
等
に
対
し
、
こ

と
あ
る
ご
と
に
山
ノ
内
町
を
Ｐ
Ｒ
い
た
だ
い
て
お

り
、
当
町
の
観
光
振
興
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
。

れ
、
町
民
、
生
徒
達
に
、
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
活
動
を
通
じ
て
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
真
髄
を
披
露
し
、
感
動
と
う
る
お
い

を
与
え
、
音
楽
文
化
の
進
展
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績
。

三さ
ん
ゆ
う
て
い

遊
亭　

円え
ん
ら
く楽

（
東
京
都
）

　

若
い
頃
に
「
ス
キ
ー
バ
ス
と
志
賀
高
原
で
の
落

語
会
」
の
出
演
を
機
に
幾
度
も
志
賀
高
原
を
訪

れ
、
渋
温
泉
で
は
楽
太
郎
時
代
か
ら
今
年
度
で
31

回
目
と
な
る
「
三
遊
亭
円
楽
杯
渋
温
泉
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
及
び
３
回
目
の
開
催
と
な
る
「
山

ノ
内
町
観
光
大
使
杯
三
遊
亭
円
楽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
を
開
催
、
参
加
さ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と

落
語
の
楽
し
さ
を
参
加
者
及
び
町
民
に
浸
透
さ
せ

た
。

　

平
成
24
年
山
ノ
内
町
観
光
大
使
に
委
嘱
し
、
全

国
放
送
の
テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
等
に
対
し
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
渋
温
泉
や
山
ノ
内
町
の
観
光
振
興
及

び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
。

神か
ん
だ田　

正ま
さ
き輝

（
東
京
都
）

　

６
歳
の
時
に
初
め
て
志
賀
高
原
を
訪
れ
、
中
学

生
以
降
は
冬
の
シ
ー
ズ
ン
を
ほ
ぼ
毎
年
志
賀
高
原

で
す
ご
さ
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
「
山
ノ
内
町
観

光
大
使
」
を
冠
し
、
18
回
を
数
え
る
「
山
ノ
内
町

観
光
大
使
神
田
正
輝
カ
ッ
プ
in
志
賀
高
原
」
を
開

催
し
、
ス
キ
ー
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
24
年
山
ノ
内
町
観
光
大
使
に
委
嘱
し
、
全

国
放
送
の
テ
レ
ビ
や
マ
ス
コ
ミ
等
に
対
し
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
山
ノ
内
町
・
志
賀
高
原
を
Ｐ
Ｒ
い

た
だ
い
て
お
り
、
山
ノ
内
町
の
観
光
振
興
及
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
。

清し
み
ず水　

ア
キ
ラ
（
山
ノ
内
町
）

　

１
９
９
８
年
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り

蟻あ
り
か
わ川　

浩ひ
ろ
お雄

（
東
京
都
）

　

平
成
４
年
に
完
成
し
た
山
ノ
内
町
立
蟻
川
図
書

館
の
建
設
費
及
び
整
備
費
と
し
て
多
額
な
寄
付
を

し
、
ま
た
図
書
館
充
実
の
た
め
に
図
書
購
入
費
と

し
て
毎
年
多
額
な
寄
付
を
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
４
年
に
山
ノ
内
町
名
誉
町
民
に
選
定
さ

れ
、
平
成
27
年
８
月
25
日
に
は
、
町
の
学
術
振
興

の
一
助
と
し
て
帝
室
技
芸
員
の
初
代
月が
っ
さ
ん
さ
だ
か
ず

山
貞
一
氏

が
製
作
し
た
名
刀
３
振
を
寄
付
さ
れ
る
な
ど
、
教

育
、
文
化
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
。

猪い
が
や谷　

千ち
は
る春

（
東
京
都
）

　

１
９
５
６
年
コ
ル
チ
ナ
・
ダ
ン
ペ
ッ
ツ
ォ
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
回
転
競
技
に
山
ノ
内
温
泉
体
育
協

会
選
手
と
し
て
出
場
さ
れ
、
日
本
人
初
の
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、
今
な
お
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
で
唯
一

の
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　

昭
和
63
年
に
山
ノ
内
町
名
誉
町
民
に
選
定
さ

れ
、１
９
９
８
年
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
・

開
催
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
理
事
・
副
会
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
、

Ｓ
Ａ
Ｔ
会
長
と
し
て
平
成
27
年
１
月
志
賀
高
原
に

て
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
第
12
回
東
京
都
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
ラ

ロ
ー
ム
競
技
会
兼
２
０
１
５ 

Ｓ
Ａ
Ｔ
ポ
イ
ン
ト

記
録
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
。

小お
ざ
わ澤　

征せ
い
じ爾

（
東
京
都
）

　

日
本
が
生
ん
だ
世
界
的
音
楽
指
揮
者
で
、
昭
和

60
年
に
当
町
奥
志
賀
高
原
に
別
荘
を
建
設
さ
れ
、

昭
和
61
年
か
ら
山
ノ
内
中
学
校
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

及
び
奥
志
賀
高
原
で
の
森
の
音
楽
会
を
毎
年
開
催

さ
れ
、
本
年
度
で
30
回
を
迎
え
た
。

　

平
成
元
年
に
山
ノ
内
町
名
誉
町
民
に
選
定
さ

湯ゆ
も
と本　

市い
ち
ぞ
う蔵

（
寒
沢
）

　

町
議
会
議
員
と
し
て
８
期
32
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
在
職
さ
れ
、
そ
の
間
、
副
議
長
を
歴
任
さ
れ

る
な
ど
地
方
自
治
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
。

山や
ま
も
と本　

一か
ず
ふ
み

二
三
（
天
川
）

　

町
議
会
議
員
と
し
て
３
期
12
年
在
職
さ
れ
、
そ

の
間
、
議
長
、
副
議
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
地
方

自
治
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
。

　

全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
顕
著
な
成
績
を

お
さ
め
、
町
民
の
誇
り
で
あ
り
社
会
に
明
る
い
希

望
を
与
え
た
功
績
。

黒く
ろ
い
わ岩　

紗さ
あ
や綾

（
天
川
）

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
ダ
ン
ス
全
国
選
手
権
大
会

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
２
０
１
５
ス
ク
ー
ル
＆
カ
レ
ッ
ジ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ズ
２
０
１
５　

高
校
編
成　

ス
ピ
リ
ッ
ト
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
門　

１
位

山や
ま
も
と本　

明あ
か
り里

（
湯
ノ
原
）

第
52
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

女
子
３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル　

１
位

女
子
４
×
３
㎞
リ
レ
ー　

１
位

町ま
ち
だ田　

恵け
い
す
け介

（
宇
木
）

第
91
回
Ｆ
Ｉ
Ｓ
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

ア
ル
ペ
ン
競
技　

ス
ピ
ー
ド
系
Ｓ
Ｇ　

１
位

青あ
お
き木　

賢け
ん
い
ち一

（
宇
木
）

　

町
農
業
委
員
を
３
期
９
年
間
務
め
、
そ
の
間
、

会
長
を
歴
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
に
は
農
業
者
年
金
新
規
加

入
者
数
で
長
野
県
１
位
と
な
り
、
全
国
農
業
者
年

金
基
金
特
別
賞
受
賞
な
ど
農
業
振
興
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
。

60
周
年
特
別
功
労
表
彰
者

行
政
功
労
表
彰
者

感
謝
状
贈
呈
者

町
民
栄
誉
章

（
や
ま
の
う
ち
グ
ラ
ン
プ
リ
）

平成27年11月

▲左から山本明里さん、黒岩紗綾さん、
山本一二三さん、湯本市蔵さん
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こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
し
た
か
で
す

　

11
月
８
日
に
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

「
よ
っ
て
か
っ
し
ゃ
い
！
や
ま
の
う

ち
」
で
放
送
さ
れ
た
武
田
徹
さ
ん
と

の
対
談
の
一
部
で
す
。

武
田　

町
制
施
行
60
周
年
と
い
う
こ

と
で
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
人
の
方
々
が
山
ノ
内
町
を
愛
し
て

住
民
生
活
を
基
本
に
観
光
と
農
業
を

中
心
に
街
づ
く
り
を
行
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

武
田　

今
の
心
境
は
い
か
が
で
す
か

町
長　

感
無
量
で
あ
る
こ
と
、
こ
の

よ
う
な
節
目
に
立
ち
会
え
た
と
い
う

こ
と
。
歴
代
の
町
長
さ
ん
議
長
さ
ん

を
始
め
町
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
の
思
い

の
歴
史
で
す
ね
。
ま
た
、
町
を
い
ろ

ん
な
立
場
か
ら
支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
猪
谷
千
春
さ
ん
、
蟻
川
浩
雄
さ

ん
、
小
澤
征
爾
さ
ん
、
神
田
正
輝
さ
ん
、

三
遊
亭
円
楽
さ
ん
、
清
水
ア
キ
ラ
さ

ん
、
荻
原
健
司
さ
ん
を
始
め
、
市
川

海
老
蔵
さ
ん
な
ど
著
名
な
方
々
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
、
本
当
に
山
ノ
内
町
は
恵
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

武
田　

子
ど
も
の
頃
に
山
ノ
内
町
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
何
か
思
い
出

と
し
て
浮
か
ぶ
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

平
穏
村
小
学
校
に
入
学
し
、
平

穏
町
小
学
校
に
な
り
、
東
小
学
校
を

卒
業
し
、
東
中
学
校
に
入
学
し
て
山

ノ
内
中
学
東
部
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

歴
史
の
中
に
ち
ょ
う
ど
い
る
と
い
っ

た
感
じ
で
す
ね
。

武
田　

小
さ
い
頃
、
冬
の
山
ノ
内
町

に
来
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
温
泉

な
ん
て
年
に
１
回
で
し
た
よ
。
こ
れ

か
ら
い
よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
で

す
が
、
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
。

町
長　

や
っ
ぱ
り
冬
は
志
賀
高
原
の

各
ス
キ
ー
場
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
地
元
の
も
の
を
食
べ
て
い
た

だ
く
、
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
を
見
て
癒

さ
れ
る
の
も
い
い
し
、
渋
温
泉
で
の

外
湯
め
ぐ
り
。
竜
王
で
は
今
年
か
ら

ソ
ラ
テ
ラ
ス
と
い
う
こ
と
で
、
雲
海

の
上
か
ら
北
信
五
岳
や
北
ア
ル
プ
ス

の
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く･･･

。

武
田　

へ
ぇ
、
い
い
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
寒
い
か

ら
温
泉
い
い
で
す
ね
～

町
長　

町
長
に
な
る
時
に
ど
う
し
て

も
自
分
が
や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
が

観
光
・
農
業
振
興
、
温
泉
と
雪
の
利

活
用
。
町
で
も
温
泉
熱
利
用
へ
の
補

助
を
出
し
て
ま
す
。
雪
室
を
作
っ
て

天
然
か
き
氷
を
作
っ
た
り
、
り
ん

ご
、
米
、
蕎
麦
、
肉
を
貯
蔵
し
た
り

と
付
加
価
値
を
高
め
る
よ
う
な
こ
と

を
進
め
て
い
ま
す
。

武
田　

雪
利
用
は
こ
れ
か
ら
大
事
で

す
よ
ね
。
い
ま
ま
で
は
厄
介
と
思
っ

て
ま
し
た
が
こ
れ
か
ら
は
変
わ
っ
て

い
く
ん
で
し
ょ
う
ね
。

町
長　

雪
は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り

ま
す
が
、
ス
キ
ー
産
業
が
栄
え
て
ま

す
し
、
猿
被
害
は
あ
り
ま
す
け
ど
ス

ノ
ー
モ
ン
キ
ー
と
し
て
売
っ
て
ま
す

か
ら
ね
。
山
ノ
内
町
で
は
雪
も
猿
も

す
べ
て
観
光
に
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
国
内
外
へ
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

武
田　

町
長
さ
ん
は
ど
ん
な
将
来
像

を
描
い
て
い
ま
す
か
。

町
長　

自
分
た
ち
が
〝
自
信
と
誇
り

を
持
つ
〟
と
い
う
こ
と
。
恵
ま
れ
た

自
然
を
い
か
に
観
光
や
農
業
に
活
用

し
て
い
く
か
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
指
定
を
受
け
て
ま
す
し
環
境
教

育
な
ど
も
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

高
齢
化
率
が
36
％
で
、
将
来
が
不
安

と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
私
か
ら
見
れ

ば
、
お
年
寄
り
に
と
っ
て
住
み
や
す

い
町
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
。

武
田　

な
る
ほ
ど
ね
！

町
長　

18
歳
ま
で
の
医
療
費
を
無
料

に
し
た
り
長
時
間
保
育
、
高
齢
者
に

電
車
や
バ
ス
の
補
助
を
出
す
な
ど
福

祉
面
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

武
田　

こ
れ
だ
け
恵
ま
れ
た
場
所
で

す
し
、
ま
す
ま
す
い
い
町
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

窓
の
外
に
赤
々
と
し
た
り
ん
ご
が
見

え
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
美
味
し
い
ん

で
し
ょ
う
ね
。

町
長　

こ
れ
か
ら
は
フ
ジ
が
美
味
し

い
時
期
で
す
。
先
日
も
東
京
へ
、
来

週
は
大
阪
へ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
へ
出

か
け
ま
す
。
さ
ら
に
近
県
キ
ャ
ラ
バ

ン
で
北
陸
や
関
東
圏
へ
職
員
や
私
が

行
っ
て
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
。

武
田　

山
ノ
内
町
は
町
長
さ
ん
が
直

接
動
く
場
合
が
多
い
で
す
よ
ね
。

町
長　

う
ち
は
観
光
の
町
で
す
か
ら

ね
。〝
笑
顔
で
優
し
い
一
言
、
一
工
夫
、

一
手
間
〟
。
そ
れ
が
観
光
の
町
と
し
て

の
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。

武
田　

リ
ス
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長　

山
ノ
内
町
は
観
光
と
農
業
を

中
心
と
し
な
が
ら
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
温
泉
、ス
キ
ー
、四
季
折
々

の
も
の
、
美
味
し
い
果
物
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

武
田　

本
当
に
60
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
長　

こ
ち
ら
こ
そ
60
周
年
に
貴
重

な
講
演
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

祝
100回

●
ふ
る
さ
と
山
ノ
内
会

　

第
19
回
「
ふ
る
さ
と
訪
問
」

　

９
月
27
日
・
28
日
、
ふ
る
さ
と
山

ノ
内
会
（
畔
あ
ぜ
が
み
さ
か
え

上
栄
会
長
）
に
よ
る
ふ

る
さ
と
訪
問
が
行
わ
れ
、
首
都
圏
在

住
の
町
出
身
者
な
ど
33
名
が
訪
れ
ま

し
た
。
夜
の
交
歓
会
で
は
町
理
事
者

や
町
議
会
議
員
ら
と
懇
談
し
、
お
し

か
け
連
の
踊
り
や
参
加
者
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
町
の
ゲ
ー
ゴ
ル
ゲ
ー
ム
や

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ま
れ
る
方
、

上
条
方
面
へ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ

る
方
、
実
家
へ
立
ち
寄
ら
れ
る
方
な

ど
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
た

後
、
町
か
ら
の
参
加
者
と
一
緒
に
文

化
セ
ン
タ
ー
で
会
話
に
花
を
咲
か
せ

な
が
ら
昼
食
を
と
ら
れ
ま
し
た
。

山
ノ
内
会
の
皆
さ
ん
、
来
年
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲シャインマスカットを食べながら
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10
月
27
日
、
第
44
回
山
ノ
内
町
合

同
金
婚
式
が
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
結
婚
生
活
50
年
を
迎
え
る
25

組
の
ご
夫
婦
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
竹
節
町
長
が
各
テ
ー
ブ
ル
を

回
り
、一
組
ず
つ
記
念
の
お
祝
い
状
と

花
束
を
ご
夫
婦
に
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　

金
婚
者
を
代
表
し
、
大お

お

ば

た

か

お

硲
多
賀
男
・

む　

子
ご
夫
婦
（
菅
二
）
が
挨
拶
さ

れ
、「
歳
月
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
山

あ
り
谷
あ
り
の
日
々
で
、
今
さ
ら
な

が
ら
感
無
量
の
思
い
が
す
る
。
こ
れ

か
ら
も
揃
っ
て
元
気
に
長
生
き
し
て

い
き
た
い
。」
と
長
年
の
想
い
出
と
謝

意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
お
祝
い
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、『
ら
く
の
う
座
』
の

皆
さ
ん
が
歌
や
太
鼓
、
踊
り
な
ど
を

披
露
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
夫
婦
が
歩

ま
れ
た
50
年
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

金
婚
式 

連
れ
添
っ
て
半
世
紀

　

町
で
は
、
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
の
出
荷
時
期

に
合
わ
せ
、
10
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、

町
長
と
Ｊ
Ａ
関
組
合
長
が
農
産
物
販
売
促
進

の
た
め
、
東
京
青
果
株
式
会
社
（
東
一
）
を

訪
問
し
、
市
場
関
係
者
と
懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
農
産

物
の
提
供
に
心
掛
け
る
等
、
大
変
有
意
義
な

懇
談
会
と
な
り
、
市
場
関
係
者
か
ら
は
、
Ｊ

Ａ
志
賀
高
原
の
果
実
は
評
判
が
良
い
た
め
、

も
っ
と
多
く
の
出
荷
を
お
願
い
さ
れ
、
市
場

の
期
待
度
が
高
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

早
朝
の
せ
り
場
に
設
け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ

で
、
町
長
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
で
あ
る

志
賀
高
原
か
ら
の
清
流
と
澄
ん
だ
空
気
で
栽

培
さ
れ
た
「
だ
か
ら
旨
い
！
清
流
育
ち
。」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
大
変
美
味
な
町
農

産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
を
試
食
し
た
仲
卸
さ
ん
か
ら
は
、「
甘

く
て
大
変
お
い
し
い
」
と
、
評
判
は
上
々
で
し
た
。

　

ま
た
、
町
、
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
及
び
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
10
月
10
日
か

ら
11
日
に
東
京
都
足
立
区
で
開
催
さ
れ
た
「
あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
」
を
皮
切
り
に
、
友

好
交
流
都
市
や
東
海
圏
・
首
都
圏
・
町
内
の
物
産
展
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
農
産
物

の
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
産
物
販
売
促
進
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

各
地
の
物
産
展
で
農
産
物
Ｐ
Ｒ

やまのうち

め　
　

こ
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本
町
で
は
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
に

取
り
組
む
に
あ
た
り
、
人
口
の
現
状
分
析
と
将
来

の
人
口
を
推
計
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
（
社
人
研
）
の
推
計
モ
デ
ル
を
用
い
た
、
平
成

72
年
（
２
０
６
０
年
）
ま
で
の
長
期
を
見
据
え
た

人
口
推
計
で
は
、
人
口
が
現
状
の
約
3
分
の
１
に

ま
で
減
少
す
る
と
い
う
大
幅
な
人
口
減
少
が
予
測

さ
れ
ま
し
た
。

人
口
減
少
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
現
在
及

び
将
来
の
姿
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
提
供
し
、

認
識
の
共
有
を
図
り
、
本
町
が
取
り
組
む
べ
き
将

来
の
方
向
を
示
す
長
期
的
な
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、出
生
率
や
社
会
移
動
（
転

出
超
過
）
の
状
況
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
に

推
計
を
行
い
、
平
成
32
年
（
２
０
２
０
年
）
に
お

け
る
目
標
値
を
１
万
２
７
０
０
人
と
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
目
標
値
を
達
成
す
る
た
め
に
各
種
取
り
組

み
に
つ
い
て
、「
山
ノ
内
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
と
し
て
ま
と
め
、
山
ノ
内
町

と
し
て
の
人
口
減
少
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「山ノ内町人口ビジョン」を
策定しました

空き家情報をお待ちしています
　少子高齢化や若年層の流出により町内にも空き家が見られるようになってきました。その一
方、「都会を離れ、地方（田舎）で静かに老後の生活を送りたい、新規に就農したい」等と希
望する都市在住者が多くなってきています。
　町では、移住を希望されるこうした方々に町内の空き家情報を提供する形で、空き家所有者

と移住希望者とが空き家の賃貸借や売買を行う際の「お手伝い」をする『空き家バンク』を運用しています。
　このシステムは、町が空き家所有者から空き家情報登録の申込みを受けて、その空き家情報を町ホームページ上
で紹介し、ホームページを見た移住希望者が、所有者との交渉を希望してきた場合に、所有者の承諾を得た上で、
町が連絡先等の情報を提供するものです。
　ホームページ上で公開される情報は、面積や間取り等の物件情報のみで、氏名等の個人情報は掲載されません。

▶空き家バンクＨＰ（http://www.town.yamanouchi.nagano.jp/somu/akiya.html）
物件情報は長野県ホームページ（楽園信州空き家バンク）やニッポン移住・交流推進機構（JOIN）
でも公開されます。
　現在、空き家登録情報が少ない状況です。地域の中で空き家と思われる物件がありましたら総
務課までお問い合わせください。また、夏休み・年末年始等で帰省される親戚の方等へもぜひＰ
Ｒをお願いいたします。
対象となる空き家は、マンション、アパート等を除いた「一戸建て住宅」のみとなります。

（年間を通じて全く利用されておらず、将来的にも利用予定のない物件が該当します。）

問総務課企画財政係☎33-3111　㈲2031　

目標人口の設定条件
出生率 2025年に「1.53」、2035年に「1.84」、

2045年に「2.07」
社会移動 純移動率は平成32年（2020年）から

均衡し、その後も継続

問総務課企画財政係☎33-3111　㈲2031
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平
成
27
年
度

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
優
秀
作
品
の
紹
介

信
濃
中
野
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
管
内
の
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
の

審
査
会
を
過
日
行
い
、
山
ノ
内
中
学
校
か
ら
は
、
４
作
品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
の
で
受

賞
者
の
紹
介
に
併
せ
、
長
野
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
金
子
菜
々
伽
さ
ん
の

作
文
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
先
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
町
納
期
内
納
税
推
進
協
議
会
の
作
品
も

同
様
に
募
集
し
た
も
の
で
す
。

応
募
状
況　

管
内
８
校
５
１
６
作
品
（
中
学
生
対
象
）

長
野
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

身
近
な
税　
　
　

　
　
　
　

３
年　

金
子　

菜
々
伽
さ
ん

あ
と
少
し
で
義
務
教
育
が
終
わ
る
。
九
年
間
、

小
中
学
校
で
楽
し
く
過
ご
せ
て
こ
れ
た
の
は
、

税
金
の
お
か
げ
だ
と
思
う
。

私
に
一
番
身
近
な
税
金
の
使
い
道
は
学
校

の
た
め
だ
と
思
う
。
今
、
自
分
の
中
学
校
の

体
育
館
と
母
校
の
小
学
校
の
体
育
館
、
給
食

セ
ン
タ
ー
は
工
事
を
し
て
い
る
。
き
っ
と
、

歴
史
が
あ
る
か
ら
き
れ
い
に
し
た
り
、
地
震

な
ど
の
災
害
に
耐
え
た
り
で
き
る
よ
う
に
リ

フ
ォ
ー
ム
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
す
る
た
め
に
は
多
額
の
お
金
が

必
要
だ
。

私
の
家
に
「
体
育
館
工
事
を
す
る
の
で
○

万
円
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
。」
の
よ
う
な
手
紙

が
町
か
ら
き
た
り
、
学
校
か
ら
聞
い
た
り
な

ど
全
く
な
い
。
も
し
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、「
な
ぜ
、
今
年
在
校
し
て
い
る
生
徒
だ
け

な
ん
だ
。」「
去
年
の
卒
業
生
、
来
年
の
新
入

生
は
関
係
な
い
の
か
。」
な
ど
在
校
生
が
い
る

家
庭
か
ら
様
々
な
反
対
意
見
が
挙
が
る
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
騒
ぎ
で
は
全
く
お
金
は
集
ま
ら

な
い
。
な
ら
ば
ど
う
や
っ
て
ど
の
家
か
ら
も

反
対
意
見
が
挙
が
ら
ず
平
等
に
お
金
を
集
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

一
番
効
率
よ
く
集
め
ら
れ
る
の
は
、
や
は

り
税
金
だ
。
た
い
て
い
の
人
は
家
や
車
を
持

ち
、
物
を
買
う
。
だ
か
ら
絶
対
に
固
定
資
産
税
、

自
動
車
税
、
消
費
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
い
つ
も
物
を
買
う
と
き
に
消
費
税
が

な
け
れ
ば
も
っ
と
安
く
物
が
買
え
る
の
に
…

と
内
心
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
よ
く
考
え

る
と
自
分
も
体
育
館
の
工
事
費
に
少
し
貢
献

で
き
た
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
８
％
の
消

費
税
を
納
め
る
こ
と
も
す
ご
く
大
切
だ
。

他
に
も
義
務
教
育
の
中
で
税
金
に
関
わ
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
あ
る
市
で

は
、
一
年
間
中
学
生
一
人
あ
た
り
九
十
五
万

の
税
金
が
必
要
だ
そ
う
だ
。
ま
た
、
小
学
生

一
人
あ
た
り
は
八
十
三
万
の
税
金
が
必
要
だ

と
い
う
。
つ
ま
り
、
九
年
間
の
義
務
教
育
の

中
で
は
七
百
八
十
三
万
と
い
う
税
金
を
私
は

使
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
大
き
な
額

に
と
て
も
驚
い
た
。
だ
か
ら
、
税
金
な
ん
て

子
供
の
自
分
と
関
係
な
い
、
大
人
が
納
め
る

も
の
だ
と
思
わ
ず
、
税
金
に
つ
い
て
し
っ
か

り
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。

世
の
中
に
は
、
真
面
目
に
税
金
を
納
め
な

い
人
が
い
る
。
私
は
、
な
ぜ
真
面
目
に
税
金

を
納
め
な
い
の
か
不
思
議
で
あ
る
。
九
年
間

の
義
務
教
育
が
送
れ
た
の
も
、
１
１
０
番
通

報
を
す
る
だ
け
で
警
察
が
来
る
の
も
、
水
道

か
ら
水
が
で
る
の
も
、
全
て
税
金
の
お
か
げ

で
あ
る
。
誰
か
が
納
め
て
く
れ
れ
ば
自
分
は

納
め
な
く
て
い
い
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な

い
。
自
分
と
税
金
の
関
係
を
よ
く
考
え
、
税

金
を
納
め
た
い
。
今
は
学
生
な
の
で
収
入
は

ゼ
ロ
で
お
こ
づ
か
い
か
ら
納
め
る
消
費
税
く

ら
い
し
か
知
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
大
人
に
な

り
、
と
て
も
高
い
税
金
を
納
め
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
と
き
は
、
自
分

の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
誰
か
の
た
め
と
思
い
、

納
税
の
義
務
を
し
っ
か
り
果
た
し
た
い
。

信
濃
中
野
法
人
会
長
賞

　

税
金
の
使
い
道
で
知
っ
た
こ
と

３年　小
こ ば や し ち あ き

林千晃

関
東
信
越
税
理
士
会
長
野
県
支
部
連
合
会
長
賞

　

税
の
大
切
さ

３年　横
よ こ い り さ

井梨紗

長
野
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　

身
近
な
税

信
濃
中
野
税
務
署
長
賞

　

身
近
な
税
金

３年　金
か ね こ な な か

子菜々伽３年　下
し も だ ゆ う

田友音
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固
定
資
産
の
異
動
（
変
更
）
が
あ
る
場
合
は
、

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
け
出
が
な
い

と
翌
年
度
の
課
税
に
反
映
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
次
の
場
合
に
は
必
ず
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状

況
で
課
税
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
12
月

28
日
ま
で
に
届
出
（
連
絡
）
を
お
願
い
し
ま

す
。
届
出
様
式
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.tow

n.yam
anouchi.nagano.

jp/zeim
u/shorui.htm

l

）

①
土
地
・
家
屋
の
利
用
形
態
の
変
更

土
地
や
家
屋
（
建
物
）
の
利
用
形
態
が
前
年

と
異
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

例
え
ば
…

建
物
を
取
り
壊
し
た
。
店
舗
等
を
や
め
て
専

用
住
宅
に
改
築
し
た
。
田
を
畑
（
果
樹
園
）
に

変
え
た
等

※
変
更
の
登
記
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
届
け

出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
未
登
記
家
屋
の
所
有
権
移
転

登
記
し
て
な
い
建
物
（
未
登
記
家
屋
）
を
売

買
（
相
続
）
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
「
未
登
記
家

屋
所
有
権
移
転
申
告
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
家
屋
の
滅
失
（
建
物
の
取
り
壊
し
）

家
屋
（
建
物
）
を
取
り
壊
し
た
方
は
、
必
ず

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
届
け
出

　

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
相
続
登
記
の
未
完
了

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
受
け
取
る
方
が

亡
く
な
ら
れ
て
、
相
続
の
登
記
が
完
了
し
て
い

な
い
場
合
に
は
、
相
続
人
の
代
表
の
方
に
納
税

通
知
書
を
送
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
「
固
定
資
産
納
税
人
代
表
者
申
告
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
末
ま
で
に

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め
に
用
い
る
構

築
物
、
機
械
、
備
品
等
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

そ
の
所
有
者
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
に
所
有

す
る
資
産
を
1
月
末
日
ま
で
に
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

前
年
度
に
申
告
の
あ
っ
た
方
に
は
12
月
中
旬

に
申
告
書
を
発
送
し
ま
す
の
で
内
容
を
ご
確
認

い
た
だ
き
期
限
内
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
事
業
を
開
始
さ
れ
た
方
及
び

既
に
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
申
告
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
税

務
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。（
未
申
告
の
場

合
は
、
地
方
税
法
及
び
町

税
条
例
の
規
定
に
よ
り
罰

則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。）

問
税
務
課
課
税
係　

　

☎
33-

３
１
１
８  

㈲
３
０
７
２
・
２
０
４
２

森
林
は
、
清
ら
か
な
水
や
空
気
を
育
み
、
土

砂
災
害
や
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、
木
材
等
の

林
産
物
を
供
給
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
「
多
面
的
機
能
」
を

有
し
て
い
ま
す
。

戦
後
、
一
斉
に
植
林
さ
れ
た
「
人
工
林
」
の

約
８
割
が
、
今
後
10
年
間
の
う
ち
に
「
間
伐
」

な
ど
の
手
入
れ
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
木
材

価
格
の
低
迷
、
林
業
の
採
算
性
の
悪
化
、
薪
や

炭
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
減
少
等
に
よ
り
、

森
林
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
弱
ま
り
、
森
林
が

放
置
さ
れ
森
林
の
「
多
面
的
機
能
」
が
低
下
し
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
先
人
達
が
育
て
て
き
た
森

林
を
健
全
な
姿
で
次
の
世
代
に
引
継
ぎ
、
さ
ら

に
里
山
と
人
と
の
絆
を
再
構
築
す
る
仕
組
み
と

し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
長
野
県
森
林
づ
く

り
県
民
税
」（
通
称
：
森
林
税
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

森
林
税
は
、
県
民
会
議
の
結
果
を
受
け
、
平
成

25
年
度
か
ら
５
年
間
継
続
さ
れ
、
引
続
き
森
林

の
間
伐
を
重
点
的
に
実
施
し
、
継
続
的
な
森
林

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

今
年
10
月
、
山
ノ
内
中
学
校
の
空
き
教
室
を

利
用
し
、
小
澤
征
爾
さ
ん
の
ゆ
か
り
の
品
や
写

真
を
展
示
す
る
「O

ZAW
A RO

O
M

 

30
」
が
完

成
し
ま
し
た
。
展
示
室
を
暖
か
み
の
あ
る
雰
囲

気
に
し
よ
う
と
、
山
ノ
内
町
と
同
中
学
校
の
生

徒
に
よ
り
内
装
が
木
質
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
装
木
質
化
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

て
い
る
森
林
づ
く
り
県
民
税
が
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
森
林
税
活
用
事
業
の
推
進
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

■
税
を
活
用
し
た
森
林
づ
く
り

　

長
野
県
北
信
地
方
事
務
所　

林
務
課

　

☎
０
２
６
９-

23-

０
２
１
５

■
税
の
し
く
み
長
野
県
北
信
地
方
事
務
所

　

税
務
課　

☎
０
２
６
９-

23-

０
２
０
６

■
町
の
森
林
税
活
用
事
業　

　

農
林
課
耕
地
林
務
係　

　

☎
33-

３
１
１
２　

㈲
２
０
１
０

緑の社会資本である森林を
健全な状態で次世代へ

固
定
資
産
の
異
動
（
変
更
）
届
は
お
済
み
で
す
か
？

森林づくり県民税で
「OZAWA ROOM 30」の内装
本質化を行いました。
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　気付いて始めることから、健康長寿へ！　

～介護予防教室のご案内～

このコーナーでは、翌月の介護予防教室の内容につい
てお知らせします。参加者随時募集中。

12月の予定 ※内容は変更になる場合があります。

■概ね65歳以上で介護認定を受けていない方が対象です。詳しくは健康福祉課介護支援係 ☎33-8412　㈲7755

【生きがいサロン】

東１ 14 日 ( スマイルボーリング ) 月 9:30 ～ 11:00 福祉センター

南１ ４日 ( パネルシアター )・18 日 ( 作品づくり ) 金 9:30 ～ 11:00 ほなみふれあいセンター

西１ ３日 ( 歌 )・17 日 ( 作品づくり ) 木 13:45 ～ 15:15 よませふれあいセンター

北 ７日 ( 作品づくり )・21 日 ( 体操・輪投げ ) 月 9:45 ～ 11:15 北部公民館

東２ 14 日 ( 押し花作品 ) 月 13:30 ～ 15:00 福祉センター

南２ ７日 ( 吹き矢 )・21 日 ( 体操 ) 月 13:30 ～ 15:00 ほなみふれあいセンター

西２ 11 日 ( 体操 )・25 日 ( ゲーゴール ) 金 9:30 ～ 11:00 よませふれあいセンター

【ハッピー体操教室】　運動の習慣を身につけたい方にお勧めです。( ※参加期限あり 年度単位で 2 年 )

合同 ９日（ストレッチ中心） 水 9:30 ～ 11:00 福祉センター

東南 ９日（筋トレ中心） 水 13:30 ～ 15:00 福祉センター

西北 ２日・16 日（筋トレ中心） 水 13:30 ～ 15:00 よませふれあいセンター

【はつらつ元気クラブ】　男性を対象とした教室です。

全町 10 日 ( 体操 )・24 日 ( フラワーアレンジ ) 木 13:30 ～ 15:00 福祉センター

【貯筋体操教室】　マシンを使った運動やプール内でのウォーキングなどを行い、足腰を元気に保ちます。（※参加条件あり）

東南 ３日・10 日・17 日・24 日 木 9:30 ～ 11:30 ハートネット健康プラザ（信州中野駅前）

西北 ４日・11 日・18 日・25 日 金 14:00 ～ 16:00 ハートネット健康プラザ（信州中野駅前）

食中毒
冬は特に注意！

による



町では安全で快適な冬季交通を確保するために道路の除雪を行っています。効率の良い除雪を行うためには、町民の皆
さんのご協力が必要になります。次の点にご注意いただき、除雪作業にご理解、ご協力をお願いします。

道路に生垣や立木などがはみ出していると、除雪作業の支障になるだけでなく、積雪により倒れて道をふさいだり危険
を及ぼす恐れもあります。冬に備えてもう一度家の周りや畑などをご確認いただき、枝切りや枯れ木の除去をお願いしま
す。また道路上に支障物があると作業の妨げになり、破損・事故につながりますので、道路上には物を出したり置いたり
しないでください。

除雪作業は交通量の少ない夜間や早朝を中心に行うため、除雪車の前後がとても見えにく
くなっています。安全のため作業車の 30 ｍ以内には近寄らないでください。また追い越し
やすれ違いの際には注意・徐行をし、無理な運転は控えてください。

道路に１台でも駐車してあると、除雪作業が遅れ、その周辺の除雪ができないことや、除雪車が接触することもありま
すので、路上駐車をしないよう皆さんのご協力をお願いします。

除雪した道路に雪を出すことは、交通の妨げになることはもちろん、交通事故のもとにもなります。また、屋根から落
ちた雪は、各戸で早めの除去をお願いします。

水路に雪を入れると下流で水路がつまり、水が溢れて建物への浸水や路面が凍結する原因にもなりますので、水路には
雪を入れないようお願いします。

除雪は、通勤・通学で道路が混雑する時間帯の前に、短時間で作業を終わらせることが求
められていますので、玄関や車庫の前などに雪を残していくことがあります。町民の皆さん
には大変ご迷惑をおかけしますが、現在の機械能力ではこれを改善することは大変困難な状
況です。ご理解とご協力をお願いします。

歩行時の転倒やスリップ防止などの対策として、各区・
組へ凍結防止材を配布しています。必要な場合は各区・組
へお問い合わせください。

「夜間瀬川右岸側（夜間瀬橋上）」に雪捨て場を設置しま
すのでご利用ください。なお雪以外のものは絶対に捨てな
いでください｡ また道路沿いの空き地や田畑へ除雪した雪
を置かせていただくことがありますので、ご協力をお願い
します。

問建設水道課建設係　☎ 33-3114　㈲ 2061
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路上駐車は除雪の妨げになります

道路や水路に雪を出さないでください

歩道や各戸出入り口等の除雪にご協力ください

凍結防止剤の配布について

雪捨て場の設置について

支障木の伐採や支障物の撤去をお願いします

除雪作業車には十分注意してください

除雪作業にご協力ください

至 上条

至 中野市

至 須賀川

夜間瀬川

雪捨て場
夜間瀬川緑地公園

夜間瀬
バス停

水路

至 湯田中

ヘリポート

夜
間
瀬
橋

国
道
４
０
３
号

夜間瀬川右岸側（夜間瀬橋上）雪捨て場の位置図



 

 
１．職員の任免及び職員数に関する状況 

（１）採用職員の状況（平成２６年４月採用分）          （３）部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 

 

 

 

（２）職員の退職の状況 

 

 

 

 

（注）消防職員を除く 

 

２．職員の給与の状況 

（１）人件費の状況（H26 年度普通会計決算） 

（注）職員共済費、議員報酬、町長・副町長の給与が含まれます。 

 

（２）一般行政職平均給料月額と平均年齢 

 

 

 

 

（３）職員給与費の状況（平成 27 年度一般会計当初予算） 

職員数(A) 
給    与    費 1 人当たりの 

給与費(B/A) 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計(B) 

143 人 5 億 4,112 万 2 千円 5,701 万 5 千円 2 億 880 万円 4 千円 8 億 694 万 1 千円 564 万 3 千円 

（注） 職員手当には、退職手当を含みません。 

 

（４）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数）の状況 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

94.0 93.4 101.1 102.2 94.6 

（注）１ ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を 100 とした場合の町職員の給与水準を示したものです。 

   ２ 国家公務員の給与減額措置が実施されたため、平成 24 年度においては 101.1 となりまたが従来の 

     基準では 94.3 となります。 

 

（５）一般行政職の級別職員数の状況 

職務の級 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計 

標準的な職

務内容 

主 事 主 任 主 査 

 

・係 長 

・副主幹 

・課 長 

・主 幹 

・課長等 

・副参事 

・課長等 

・参 事 

 

職員数 16 人 6 人 33 人 23 人 8 人 1 人 0 人 87 人 

構成比 18.4％ 6.9％ 37.9％ 26.4％ 9.2％ 1.1％ 0.0％ 100.0％ 

 

 男 女 計 

採用者数 ５ ５ １０ 

区  分 職員数（人） 対前年

増減数 部  門 ２６年 ２７年 

一
般
行
政 

議 会 2 2 0 

総 務 24 25 1 

税 務 12 13 1 

民 生 53 54 1 

衛 生 9 9 0 

農林水産 12 12 0 

商 工 9 8 △1 

土 木 9 9 0 

計 130 132 2 

教     育 13 14 1 

普 通 会 計 143 146 3 

公
営
企
業
等 

水 道 6 6 0 

下水道 4 4 0 

その他 11 11 0 

計 21 21 0 

合     計 164 167 3 

退職者

数 

定年 

退職 

勧奨 

退職 

普通 

退職 

懲戒 

免職 
計 

２ ４ ０ １ ７ 

歳 出 額 (A) 人 件 費 (B) 人件費率 (B/A) 

65 億 6,939 万 1 千円 12 億 2,109 万 1 千円 18.6％ 

平均給料月額 平均年齢 

    304,142 円 41 歳 4 月 

基準日：平成２７年４月１日現在、 
期間：平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日を原則 
問合せ先：総務課庶務文書係 電話 33‐3111 有線 2011 

山ノ内町の人事行政の運営等の

状況を公表します 
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基準日：平成27年４月１日現在
期間：平成26年４月１日～平成27年３月31日を原則
問総務課庶務文書係　☎33-3111　㈲2011

町の人事行政の運営等の状況
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（６）職員手当の状況                                       （７）特別職の報酬等の状況 

期末・勤勉手当支給の内容 

 期末手当 勤勉手当 

6 月期 1.225 月分 0.675 月分 

12 月期 1.375 月分 0.825 月分 

計 2.60 月分 1.50 月分 

退職手当支給の内容 

 自己都合 勧奨・定年 

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分 

勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分 

勤続 35 年 43.70 月分 44.85 月分 

最高限度 52.44 月分 52.44 月分 

 

   

３．職員の勤務時間その他の勤務条件 

 （１）職員の勤務時間（標準的なもの）                                      （２）年次休暇の取得状況  

1 週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休息時間 休憩時間 

8 時間 45 分 8:30 17:15 なし 12:00～13:00 

 

（３）育児休業の状況                          ４．職員の分限及び懲戒処分の状況 

（１）処分者数 

                                                             

 

 

 

５．職員の服務の状況 

 職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力を挙げてこれに専念しなければならないとされており、①職務命令等に

従う義務、②信用失墜行為の禁止、③守秘義務、④職務専念義務、⑤政治的行為の制限、⑥争議行為等の禁止、⑦営利企業等の従事
制限を課しています。 

 

６．職員の研修及び勤務成績の評定の状況 

（１）研修の状況 

町以外が主催する研修会 ： 電子自治体推進研修、土地評価事務研修 など 24 研修 

町独自に開催した研修  ： 人権研修、管理者研修 など 3 研修 
（２）勤務成績の評定の状況 

①評定の基準日及び対象期間                   ②被評定者及び評定者の区分 

基準日 対  象  期  間 

 4 月 1 日 前年の 10 月 1 日から当該年の 3 月 31 日まで 

10 月 1 日 当該年の 4 月 1 日から 9 月 30 日まで 

 

７．職員の福祉及び利益の保護の状況 

健康診断の状況：人間ドック、血液検査、胸部レントゲン検査、大腸がん検診、子宮がん検診 など 

区 分 給料・報酬月額 

町 長 775,000 円 

副町長 638,000 円 

教育長 559,000 円 

議 長 254,000 円 

副議長 192,000 円 

議 員 173,000 円 

期末手当支給割合 

6 月 1.475 月、12 月 1.625 月 

合計 3.10 月 

＊支給時、月額に 100 分の 40 の加算 

取得者数 前年度から引き

続いている者 男性 女性 

0 4 2 

分限処分者数 懲戒処分者数 

降任 休職 免職 計 失職 戒告 減給 停職 免職 計 

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

被評定者 第 1 次評定者 第 2 次評定者 

課等の長 係長等 副町長・教育長 

係長等 課長等 副町長・教育長 

一般職 係長等 課長等 

分限処分：職員がその職責を十分に果たすことができない場合に、公務

能率の維持をするため職員に責任を負わせる処分です。 
懲戒処分：一定の義務違反に対し職員の道義的責任を明らかにし、公務

における規律と秩序を維持するための処分です。 

＊休暇には、年次休暇、療養休暇、介護休暇、

特別休暇があります。 

＊手当には他に、扶養手当、寒冷地手当、時間外手当、

通勤手当、住居手当、管理職手当等があります。 

平均取得日数 7.6 日 

（注） 育児休業者は除く 



月の予定
ゆめっこ通信　Vo l . 6 0

⓬
ゆめっこ通信　Vo l . 6 0

日　時 内　容

２日（水）
10:15 集合

コカリナピアノコンサート
生演奏を楽しみましょう！
プレパパママ教室も同時開催します。

４日（金）
10:15 集合

リフレッシュ講座（親子でダンス）
中山愛（ＡＩ）先生と一緒に親子で体を動かしてリ
フレッシュしましょう！
※持ち物…水筒・タオルなど

８日（火）
10:30 ～ 11:30

おもちゃの修理屋さん
使えなくなっているおもちゃをみてもらってはどうで
しょうか。修理・相談に乗ってもらえる日です。
※修理代がかかりますが、お気軽にご相談下さい。

11 日（金）
10:15 集合

クリスマス会
プレゼントを持ってサンタクロースがやってきます！
お楽しみに。
参加費：子ども　ひとり 100 円
※事前に申し込みが必要となります。

16 日（水）
9:30 集合

保健・栄養相談・ぴよっこクラブ
保健師、栄養士の身体測定、育児相談。
※持ち物：母子手帳・子どもノート・タオル・飲物
など
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　好天にも恵まれバス遠足や運動会を行うこと
ができました。お子さん達の成長をみんなで喜び、
あっという間の時間を楽しみました。
　日々のゆめっこでの様子を見ていると、お父さん
と一緒に遊んでいく姿も多く見受けられるようにな
りました。夫婦で協力し合いながら子育てをしてい
る様子もうかがえて、これからのお子さんの成長が
とても楽しみになってきました。
　12/28（月）～1/４（月）年末・年始休みとなります。
なお、新年は、1/５（火）9：00から開所します。

問子育て支援センターゆめっこ　☎33-4778　㈲3313

男の子も女の子も仲がよく、明るく元気いっぱ
いの子ども達です。

プール遊びや運動会などを経験し、ますます頑
張る力がついてきました。今は縄跳びでたくさん
跳ぼうとはりきっています。

小さいクラスの友達とも仲良しで、一緒に遊んだ
り、園外保育に出かけたりしています。

今年はどんぐりがたくさんあり、夢中になって拾
いました。また、園舎裏からつるを採ってきて、ど
んぐりやまつぼっくり、小枝などを飾ってリース作
りをし、園のあちこちに掛けて志賀高原の秋を楽
しみました。

志賀高原保育園
きりん組
年長児５名、年中児２名　計７名

自然で
あそぶ！

小学校、中学校の最上級クラスを紹介
と志賀高原保育園の紹介です。

笑顔で わっはっは



ほなみ保育園
ひまわり組
男子10名　女子６名　計16名

平成27年11月

◀メキシコの
　切り絵

広報

年少児より月２回の運動遊びプログラムとして、
勝
かつやましょうた

山翔太先生をお迎えして様々な事を経験してき
ました。そこで、運動会では今まで練習をしてき
た跳び箱、なわとび、大なわとび、マット運動な
どを発表しました。沢山の観客に見守られながら
少し緊張した面持ちで、最後には１人１人ポーズを
決めていました。現在はドッジボールを楽しんでい
ますが、沢山あるルールもすぐに覚えて、保育士
のジャッジの笛の音に耳を傾けながら「セーフだ！」

「やったー！アウト！」と汗をかきながら叫んだり走
りまわったりしています。何をするにも好奇心旺盛
なひまわり組さん。これからも沢山の活動をしてい
きたいと思います。

運動が
大好き！
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このコーナーでは、町内保育園、
します。11月号は、ほなみ保育園

笑顔で わっはっは

Cabbage Corner ～キャベツ コーナー～

今月は、"切り絵はきりえですね(^_-)"

チャベス・セス先生の

この秋の天気は面白いですね。朝は寒くて、昼は暑く、夜はまた寒いので、季節に合っ
た服装を選べにくいです！どんな天気でも、山ノ内の名所を探検します。今月は志賀高原
ロマン美術館の秋季展示を見に行きました。

10 月から来年の１月末まで「柳沢京子きりえで描く　湯めぐり、野めぐり、猿
めぐり」という切り絵展を開催しています。柳沢さんの切り絵は同時にすっきり
して、または複雑なデザインがあります。白黒の風景、温泉宿の大きな絵は特に
好きでした。そして、自然景観の黒パターンの後ろに柔らかいパステルカラーの
絵もとてもきれいでした。私は切り絵をしたことはありませんが、今度やってみ
たいです。ぜひこの展示を見に行ってください！

実は、メキシコにも ｢papel picado｣ ( パペル・ピカド ) という民芸品の切り絵
があり、飾り付けをするためによく使われます。特に ｢Dia de los Muertos｣ ( ディ
ア・デ・ロス・ムエルトス、死者の日 ) の祭りに使われます。以前の広報でこれについて書きましたが、日本の
お盆と似ています。11 月１日故人の魂が戻り、祭壇にお供え物をして ( 花、お菓子、酒など )、墓地を掃除したり、
切り絵で装飾したりします。

文化と場所が違っても世界中美術と祭りが多くの類似点を共有しているのは面白い
ですね！
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お し ら せ

組　名 氏　　名 番　号 区　分

西　下 堀
ほりごめ

米　精
せ い じ

治→堀
ほりごめ

米　弘
こういち

一 4700 名義変更

本郷一 横
よこさわ

澤　昭
しょうじ

二 4970 廃　止

有 線 だ よ り

蟻
川
図
書
館

お
す
す
め
の
本

工事関係

委託購入関係

入札執行日
または

落札決定日
工　事　名 落札者 落札額 担当課

27.10.01 平成27年度 
送水管布設工事 ㈱下田土建 8424,000円 建設

水道課

27.10.01
山ノ内町立北小学
校屋内運動場天井
耐震改修工事

㈱渡辺組 13,500,000円 教育
委員会

27.10.01 平成27年度　国土
保全特別対策事業 平穏建設㈱ 3,024,000円 農林課

27.10.15 平成27年度
側溝整備工事 ㈱丸美商会 2,214,000円 建設

水道課

27.10.15
平成27年度駐車場
整備及び第一倉庫
擁壁修繕工事

㈱久野組 3,045,600円 総務課

入札執行日
または

落札決定日
工　事　名 落札者 落札額 担当課

27.10.01 平成27年度 
下水道管渠点検業務 ㈱下田土建 1,458,000円 建設

水道課

27.10.01 平成27年度
光波測距計器購入 ㈱システム 760,212円 農林課

北朝鮮人権侵害問題啓発週間　12月10日～16日
　朝鮮当局による人権侵害問題への認識を深めましょう。
　北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の認識を
深めるとともに、国際社会と連携しつつ北朝鮮当局による人
権侵害問題の実態を解明し、その抑止を図ることを目的とし
て、平成18年６月に、「拉致問題その他北朝鮮当局による人
権侵害問題への対処に関する法律」が施行され、国及び地
方公共団体の責務等が定められました。
　拉致問題は、我が国の喫緊の国民的課題であり、この解
決を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題への対処が、
国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、この問題
についての関心と認識を深めていくことが大切です。

第67回人権週間
　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、12月４日から
10日までの一週間を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普
及高揚に努めています。
　本年も全国一斉に街頭活動を始め、様々な啓発活動を実
施します。この機会にあらためて「人権の大切さ」について
家族全員で考えてみましょう。

第 39 回人権・同和教育研究集会

「人権について考える　～満蒙開拓の歴史から～」
日　時　12月８日（火）　午後７時から
場　所　町文化センター３階ホール
講　師　（一社）満蒙開拓平和記念館　
　　　　事務局長　三

み さ わ

沢亜
あ き

紀さん

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

相談無料
業務案内

入札結果（10月分）



さばのピリ辛そぼろ風どんぶり ～おかずにいかが～
さば缶を使った
ヘルシーどんぶり
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件　数　３件(21)
死　者　０人(１)
傷　者　３人(29)

火　災  ０件（９）
救　急 59件（809）
救　助  ３件（７）

23,261 円
前年比   3.41％

13,252 人
男       　6,417 人
女     　  6,835 人

前月比     +1 人

5,011 世帯
前月比   9 世帯

◎職業相談 ◎心配ごと相談 ◎いろいろな暴力に
ついての相談[求人申込・職業相談など]

○開設日12月１・８・15・22日
（毎週火曜日、祝日の場合は翌日）  
　９：00～12：00△

場所　町文化センター相談室
問観光商工課観光商工係
　☎33-1107 ㈲2002

12月11日(金) 9:00 ～ 12:00
行政相談、人権相談。予約不要。
秘密は固く守られます。
場所　地域福祉センター
　　　健康相談室  

問健康福祉課介護支援係 
　☎33-8411　㈲7755

夫やパートナーから身体的な
暴力、ことばや態度による暴力
等でお悩みの方はご相談くださ
い。
問総務課人権政策室
☎33-3111  ㈲2066
長野県女性相談センター
☎026-235-5710

問健康福祉課健康づくり支援係　☎33-3116  ㈲2013

■携帯サイト■　
携帯電話からもご覧いただけます。右のQRコードをご利用ください。
http://mobile.town.yamanouchi.nagano.jp/

平均気温
13.1℃

（ー 0.4℃）
最高気温平均

18.8℃
（－ 0.6℃）

最低気温平均
8.9℃

（－ 1.6℃）
降水量 25.0mm
（ー 42.3mm）

平均日照時間
６時間 18 分

（ １時間 12 分）

人口 10.1 現在
( 住民基本台帳 )

気象　10月
( ) は過去 5 年間の

平均との比較

国保加入者一人当
たり支払った
医療費   ９月

交通事故 10月
( )は１月からの累計

119 番情報 10月
( )は１月からの累計

『広報伝言板』
『ホームページ』も

ご覧ください

12/7(月)
ヒブ 13:00~13:15

保健センター

小児肺炎球菌 13:00~13:15
BCG 13:15~13:00

12/22( 火 )
四種混合 13:00~13:15

水痘 13:30~13:45

法律で予防接種を行うよう努める必要があると定められている
もの（※要予約）

※四種混合・ヒブ・小児肺炎球菌・水痘の予防接種は、町保
　健センターでの集団接種と、医療機関での個別接種の選択
　ができます。集団接種を希望される方は、健康づくり支援係
　へご予約ください。

12/4( 金 )
4 か月児 13:15~13:30
7 か月児 13:00~13:15●定期予防接種

●乳幼児健康診査

●もぐもぐ教室
12/22( 火 )　9:30~11:30 （受付）　保健センター

中野保健センター内(旧ジャスコ)
☎23-2255　9:00~12:00、13:30~17:00 

●中高医師会　休日診療所

12/6(日) 油井医師 12/13(日) 保倉医師

12/20(日) 高橋医師 12/23(祝) 城下博夫　
医師

12/27(日) 安部医師 12/31(木) 石原医師
荒井医師

※当番医師は変更になる場合があります。

＜材料＞　　　（４人分）
ご飯　　　　　　　600g
さば水煮缶 　1 缶 (200g）
玉ねぎ　　 　1 個（200g）
パプリカ（赤）　1 個（40g）

ピーマン　　１個（30g）
にんにく 　　　　1 かけ
しょうが　　　　  2 かけ
長ネギ　　1/3 本（50g）
貝割れ大根  　1/4 パック

ごま油　　　　小さじ 2
豆板醤         小さじ１/ ４
酒　　    　　　大さじ 1
粉チーズ　　　大さじ 4
こしょう　 　　　　少々

＜作り方＞
①玉ねぎ、赤ピーマン、ピーマンは 1.5㎝角に、にんにく、しょうがはみ
じん切りにする。長ネギは白髪ネギにする。貝割れ大根は根をとり、3
等分に切る。
②フライパンにごま油を熱し、にんにく、しょうがを炒め、玉ねぎ、赤ピー
マン、ピーマンを加えて、透き通るまで炒める。さば缶の身を入れてほ
ぐしながら炒める。
③豆板醤、酒、缶汁を加えて汁けがなくなるまで炒め、粉チーズ、こしょ
うを入れてひと混ぜし、火を止める。
④ご飯の上に③を盛り付け、白髪ネギと貝割れ大根を合わせてのせる。

１人分：エネルギー　429kcal、たんぱく質 17.8g、脂質 9.8g、カルシウム 231mg、食塩 0.7g
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無料相談

保健衛生だより

毎週　月・水・金　9:00~12:00 保健センター  全町民対象
※12月29日～平成 28 年１月３日まで休み　

●健康相談

町からのお知らせ、イベ
ント・講演会の開催、参加
者等募集などは、月２回

（10日頃と25日頃）発行の
『広報伝言板』をご覧くだ
さい。
http://www.town.
yamanouchi.nagano.jp/

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

ふるさと寄附金に
ご協力いただいた方（10月分）

303 件　総額 11,440,000 円   10 月末到達分
了承を得た方のみ掲載しています。ありがとうございました。
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11 東小１・２年生どんぐりの苗づくり体験

10月
19日

第49代ミス志賀高原が表敬訪問 りんご収穫体験 10月
26日

ほなみ保育園の園児 29 名が役場玄関前に実っ
たりんご（中国密雲県との友好交流提携記念
樹）を収穫しました。

東小学校２年
小
こ ば や し

林　幹
もとき

さん
北小学校６年
大
おぎゅう

給　彩
さ ら

良さん

山ノ内中学校２年
行
ゆ き も と

元　彩
あ や の

乃さん

ミス志賀高原の３名（写真右から竹
た け う ち あ や か

内彩華さ
ん、町

ま ち だ あ や か

田彩華さん、丸
ま る や ま ゆ り

山友理さん）が志賀高原観
光協会の関係者らと共に町長室を訪れました。

10月
19日
10月

24,25日
第11回法印さんと新そばまつり

町内外から訪れた多くの来場者が、茹でたて
の香り豊かな新そばの風味を堪能しました。
この他、そば打ち体験や新鮮野菜・法印焼き
の販売なども行われました。

ABMORI育苗プロジェクトの一環として、苗づ
くりに挑戦。どんぐりクラフトの後、各自で絵
を描いたプランターにどんぐりを植え、枯葉を
被せるなど楽しい自然体験学習になりました。

全国秋の火災予防運動の一環として、『無防備な 心に火災が かく
れんぼ』を統一標語に、 11 月９日から 15 日まで秋の火災予防運動が
実施されました。町では、山ノ内防火管理協議会が 13 日、山ノ内町
消防団が 15 日に防火パレードを実施しました。

寒さが日に日に増し、家庭内でも火を取扱うことが多くなります。
また、空気が非常に乾燥し火災が発生しやすい季節です。町民の皆
様には火の取扱いに十分に注意し、ご自身の尊い生命と貴重な財産
を守るため、火災予防にご協力をお願いいたします。

防火ポスター最優秀作品（テーマ：住宅用火災警報器）

秋
の
火
災
予
防
運
動
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